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Perspectives of Science and Technology in the post COVID -19 era 
National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP), MEXT 
Center for S&T Foresight and Indicators 
ABSTRACT 
National Institute of Science and Technology Policy conducted the 11th Science and 
Technology Foresight (below, “11th survey”). After COVID-19 pandemic, a follow-up 
survey was conducted on changes to the science and technology. 
As a result, it is expected that S&T topics predicted to be realized early at 11th 
survey tend to be realized even earlier, and those predicted to be realize d late tend to 
be realized even later. In addition, S&T topics such as health crisis management, 
work style reform, automation, and online communication related to COVID -19 
showed high importance and realization will be earlier. Furthermore, science and 
technology related to information security, disasters, resource recycling were also 
showed high importance. It is expected that the realization will be delayed for some 
of the science and technology related to energy conversion, frontier areas such as 
space and deep sea, high-performance materials, and measurement.  
It is necessary to comprehensively promote science and technology related to the 
post-corona era, and also promote other important S&T, and promote science and 
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具体的には、「デルファイ調査」で取り上げた 702 件の科学技術トピック（2050 年までの実現
が期待される研究開発課題）を対象として、コロナ禍による重要度の変化及び実現見通しの変化
に関するアンケートを 2020 年９月に実施した。回答者は各分野の専門家 1363 名である。まず、
全科学技術トピックの結果を分析し、全体傾向を把握した。次に、コロナ禍を経た社会に関連す


















概要図表 2 重要度指数の高い科学技術トピック 



































































概要図表 3 重要度指数が大きく上昇した科学技術トピック 
順
位 
分野 トピック 本調査 
重要度 
























分野 トピック 本調査 
重要度 





















































概要図表 4 社会的実現時期が早まる/遅れると予測された科学技術トピック 
Ａ．実現が早まると予測されたトピック例 
分野 トピック 本調査 
時期 



























分野 トピック 本調査 
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分野 トピック 本調査 
時期 




























































において差が大きい。重要度指数の高い上位 10 件及び重要度指数の上昇幅の大きい上位 10 件
は、全トピック中の上位 10 件（概要図表 2、3）とほとんど同一である。一方、その他トピック
群では、災害関係を始め安全・安心に関わる科学技術トピックが重要度指数上位を占めた。 
実現予測時期を見ると、科学技術的実現、社会的実現とも、関連トピック群の方が早い実現が
見込まれ、1 年以上の前倒しとなったトピックが 2 割程度存在する（概要図表 6）。実現が早ま
ると予測された関連トピック群上位 10 件は、全トピック中の上位 10 件（概要図表 4）と同一で
ある。一方、実現が遅れると予測された上位 10 件のうち、全トピック中の上位 10 件に含まれ
るのは 3 件であった。 
 





































































する科学技術イノベーション政策の検討に資することを目的として、2017～2019 年に「第 11 回
























第 11 回調査の全体像を図表 1 に示す。ここでは、ホライズン・スキャニングの結果などを活
用して「社会の未来像」及び「科学技術の未来像」の検討を行い、それらを統合して「科学技術
の発展による 2040 年の社会」を描いた。本調査では、第 11 回調査のうち科学技術の未来につ
いて検討を行った「デルファイ調査」（図表 1 の右側）について、コロナ禍を経た変化を調査し
た。 


































調査時期：2020 年 9 月 17 日～2020 年 10 月 5 日 
形式：オンライン（専用ウェブサイト開設） 
回答者：NISTEP が持つ専門家ネットワークの専門調査員 1914 名 
回答状況：1363 名（回答率 71%） 
 * 第 11回調査では 702のトピックを設定した。システム不具合により 1件（ID:512）
















































大きく早まる（5 年以上）、早まる（3～4 年）、やや早まる（1～2 年）、変わらない、やや遅
れる（1～2 年）、遅れる（3～4 年）、大きく遅れる（5 年以上）の選択肢に対し、大きく早
まる（-5 年）、早まる（-3.5 年）、やや早まる（-1.5 年）、変わらない（0 年）、やや遅れる























記事の収集期間： 2020 年 3 月 1 日～7 月 11 日に掲載された記事 













は、4 分類、8 分類、16 分類、32、64 分類、128 分類、256 分類、512 分類の 8 階層で試
みた。その結果、分析には最も詳細な 512 分類、及び、概要を掴みやすい 16 分類を用い
ることにした。 
③ トピックのベクトル化 






類似度の分布を見ると、平均 57%、最小 28%、最大 90%である。類似度 75%以上で全体
の 1.4%が該当するが、少なくとも 1 件以上の記事クラスタと類似度 75%以上で紐づけら
れたトピックを見ると、702 件中 501 件と全トピック数の 7 割に達する。本調査では、目
視と併用することから厳しい基準を採用することとし、類似度 80%以上（全体1の 0.2%）
 




を抽出条件とした。結果、記事クラスタと 80%以上の類似度で結びついたペアは 668 件、
ユニークなトピック数としては 207 件を得た。 
 
















































   
   
   
   
   























































          
       
  
  
   
   
   
   
   




























































                 
       
  
  
   
   
   
   
   




























































           
       
  
  
   
   
   
   
   




























































                
       
  
  
   
   
   
   
   























































               
       
  
  
   
   
   
   
   























































           
       
  
  
   
   
   
   
   























































             






















健康・医療・生命科学 -0.64 0.44 -0.25 0.64 0.89 
農林水産・食品・ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ -0.62 0.35 -0.28 0.46 0.74 
環境・資源・エネルギー -0.51 0.76 -0.14 0.59 0.73 
ICT・アナリティクス・サービス -0.88 0.32 -0.27 0.60 0.86 
マテリアル・デバイス・プロセス -0.64 0.38 -0.25 0.65 0.90 
都市・建築・土木・交通 -1.33 0.51 -0.22 0.72 0.94 























次に、トピックの重要度を見る。重要度指数の高い上位 20 件を図表 7 に示す。上位 10 件を







の 2 件を除いて第 11 回調査において上位 10%に当たる 70 位以内に収まっており、第 11 回調
査においても重要性が相対的に高いと評価されていた。 
 



























    
    
    
    
    
    
    









         
          
                 
           
                
               
           
             
      
    
             
         
          
  
          
  
    
       
        










第 11 回 
重要度*3 
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*3 カッコ内は、全 701 件中の順位 
 
重要度指数の上昇幅が大きかったトピックは、図表 8 の通りである。上位 10 件を見ると、感
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ピークは 2027～2030 年頃、社会的実現については、科学技術的実現から約 3 年後となる 2030









図表 9 実現予測時期の分布 
 
 










図表 11 実現予測時期の変化量の分布 
 













































図表 13 実現時期の予測が前倒しの細目、後倒しの細目 
注：前倒しはマイナス、後倒しはプラス 
 




農林水産・食品・バイオテクノロジー － － 
















倒しであり、かつ変化量（前倒し／後倒しの年数の計）が 1 年以上の細目を抽出。 
 





第 11 回 
時期 
差*2 

























































2026 2026 -0.6 
*1 感染症等の健康危機管理関連は○、仕事・働き方関連は◇ 
*2 本調査の実現予測年（計算値）から第 11 回調査の実現予測年（計算値）を引いた値 
 
さらに、社会的実現予測時期の変化が大きかった上位 10 件を図表 15 に示す。実現が早まる
とされたトピック上位 10 件を見ると、感染症に関わるトピックが 5 件、仕事・働き方の自動化・
無人化・効率化に関わるトピックが 5 件となっている。第 11 回調査では 2030 年前後の実現が
予測されていたが、本調査ではその実現が 2～3 年早まるのではないかと予測された。一方実現
が遅れると予測されたトピック上位 10 件を見ると、最も遅れるとされたのが物理的な移動に関
する超音速旅客機であり、そのほか、宇宙関連 4 件、原子力関連 3 件が挙がっている。地球深部
掘削トピックを除いてほとんどが元々2040 年前後と遅めの実現が予測されていたが、その実現
がさらに 1～2 年遅れるとされた。 
 
図表 15 社会的実現予測時期の変化が大きかったトピック 














































































2025 2027 -2.0 
 





















































2049 2047 1.5 

















2031 2030 1.2 
*1 感染症等の健康危機管理関連は○、仕事・働き方関連は◇ 
*2 本調査の実現予測年（計算値）から第 11 回調査の実現予測年（計算値）を引いた値 
 
科学技術的実現予測時期について、同様に早期の実現が予測されたトピック上位 10 件を示し
たのが、図表 16 である。半数のトピックが、図表 14 に示された社会的実現予測時期の早いト
ピックと重複している。 
 
図表 16 早期の科学技術的実現が予測されたトピック（上位 10 件） 
分野 関
連*1 
トピック（太字は、図表 14 と重複するトピック） 本調査 
時期 






































トピック（太字は、図表 14 と重複するトピック） 本調査 
時期 







2023 2025 -2.0 

















2024 2026 -1.7 
*1 感染症等の健康危機管理関連は○、仕事・働き方関連は◇ 
*2 本調査の実現予測年（計算値）から第 11 回調査の実現予測年（計算値）を引いた値。 
 
科学技術的実現予測時期の変化が大きかった上位 10 件のトピックを図表 17 に示す。順位は
多少異なるものの、実現が早まるとされた上位 10 件中 9 件は、社会的実現の変化も同様に大き
く図表 15 と同一トピックである。実現が遅れると予測されたトピックについても社会的実現の
変化と同様の傾向を示し、上位 10 件中 8 件が同一トピックである。 
 
図表 17 予測された科学技術的実現時期の変化が大きかったトピック 
Ａ．実現が早まると予測されたトピック（上位 10 件） 
分野 関
連*1 
トピック（太字は、図表 15 と重複するトピック） 本調査 
時期 














































トピック（太字は、図表 15 と重複するトピック） 本調査 
時期 

























2025 2027 -1.9 
 
Ｂ．実現が遅れると予測されたトピック（上位 10 件） 
分野 関
連*1 
トピック（太字は、図表 15 と重複するトピック） 本調査 
時期 





















2036 2035 1.6 

















2036 2034 1.4 











2030 2029 1.2 
*1 感染症等の健康危機管理関連は○、仕事・働き方関連は◇ 
*2 本調査の実現予測年（計算値）から第 11 回調査の実現予測年（計算値）を引いた値 
 









図表 18 実現予測時期と変化量の関係 
 







実現においてその傾向がやや強い。重要度指数が集中している 0.2 から 1.0 の近辺は傾向が見え
にくいが、重要度指数が低い（重要度指数 0.0 未満）トピックは実現が遅れる、重要度指数が高
い（重要度指数 1.0 以上）トピックの多くは実現が早まる傾向が見える。 
重要度指数の高いトピックのうち、実現が早まると予測されたトピック及び遅れるとされた









図表 19 重要度指数と実現予測時期変化量の関係 
 
 
図表 20 重要度と実現予測時期の変化が特徴的なトピック 
A. 重要度指数が高く実現時期が早まると予測されたトピックの例 



































































































1.23 -0.1 0.0 

















ストの二次電池（寿命 15 年・コスト 0.5 万円
/kWh 以下） 










イメージングできる X 線顕微鏡 




















































図表 20 に、新型コロナウイルス感染症の関連記事数の推移を示す。7 都道府県を対象とする




図表 21 記事数の推移 
 
 



























と再開・オンライン化（C05 と C09・C12）、事業継続支援（C11 と C14）が主に取り上げられ
ていたと考えられる。 
 























512 分類のうち、明確な性格付けができたクラスタ（付録 1 参照）の例を以下に示す。全般的
には、オンライン化とテレワークが主要キーワードとなっている。図表 23 に、16 分類及び 512
分類のクラスタとそこに表れたキーワードを整理した。 
 C005（16 分類 C03）は、データ、情報等をキーワードとしており、データ公開・分析を通
じた支援等の広がりに関する記事群と推測される。 
 C013（16 分類 C07）は、印鑑、電子契約、手続き等をキーワードとしており、印鑑を廃止
し、電子契約・電子押印への動きに関する記事群と推測される。 
 C286（16 分類 C12）は、動画、写真、開催、公開、オンライン等をキーワードとしており、
VR を含む画像系コンテンツの存在感が一層向上したことを示す記事群と推測される。 
 C484（16 分類 C12）は、ロボット、実証実験等がキーワードとなっており、物理的動作が
必要な場面でのロボット活用の記事群と推測される。 
 C361（16 分類 C01）及び C389（16 分類 C12）は、非接触、顔認証、AI、検知、ウィルス、
オンライン、診療等がキーワードとなっており、検知や診療など医療関連の ICT 化に関す
る記事群と推察される。 
 C373（16 分類 C15）は、サービス、開始、決裁、アプリ、オンライン等がキーワードとな
っており、キャッシュレス化の進展に関する記事群と推測される。 
 C400（16 分類 C03）は防止、体温計、飛沫等がキーワードとなっており、対面での飛沫感
染防止に関する記事群と推測される。 
 C303（16 分類 C03）、C321（16 分類 C09）、C512（16 分類 C03）は、生活様式、対策、
避難、接触、アプリ、健康、自宅、運動等がキーワードとなっており、新しい生活様式の対
応に関する記事群と推察される。 
 C020（16 分類 C08）、C024（16 分類 C08）、C114（16 分類 C08）、C152（16 分類 C08）、
C289（16 分類 C12）は、勤務、在宅、オフィス、テレワーク等がキーワードとなっており、
テレワークなど勤務形態やオフィスの変化に関する記事群と推測される。 
 C023（16 分類 C09）、C065（16 分類 C09）、C117（16 分類 C09）は、研修、学習、教育、
学校、オンラインなどがキーワードとなっており、研修や教育などのオンライン化に関する
記事群と推測される。 
 C030（16 分類 C11）、C031（16 分類 C11）は、保証、セーフティネット、資金、融資、資
金繰り、支援、制度等がキーワードとなっており、売り上げ減やイベント等中止などに伴う
企業の資金繰りの悪化に対する支援に関する記事群と推測される。 
 C037（16 分類 C09）、C050（16 分類 C09）は、人材、交流、留学、外交、研究、オンライ
ンなどがキーワードとなっており、勉学や研究の国際交流のオンラインへの移行に関する
記事群と推測される。 
 C038（16 分類 C09）、C343（16 分類 C09）、C507（16 分類 C07）は、大会、スポーツ、
中止、山小屋、登山、動画、トレーニング、運動等がキーワードとなっており、スポーツの
在り方に関する記事群と推測される。 





 C054（16 分類 C12）、C072（16 分類 C12）、C093（16 分類 C12）、C125（16 分類 C12）
は、テレワーク、サービスなどがキーワードとなっており、テレワークのための環境やサー
ビス提供に関する記事群と推測される。 
 C084（16 分類 C15）、C126（16 分類 C09）、C267（16 分類 C15）、C440（16 分類 C15）、
C467（16 分類 C15）は、ホテル、レストラン、飲食店、テイクアウト、デリバリー、出前、
シェアリング等がキーワードとなっており、飲食業や観光業に関する記事群と想定される。 
 C109（16 分類 C09）は、放課後、自動、臨時休校、クラブ等がキーワードとなっており、
休校となった子供の世話に関する記事群と推測される。 
 C202（16 分類 C12）、C225（16 分類 C09）、C276（16 分類 C12）は、オンライン、イベ
ント、セミナーなどがキーワードとなっており、イベント・セミナー・展示会等のオンライ
ン化に関する記事群と推測される。 




図表 24 各記事クラスタのキーワード 
項目 16 分類 512 分類* キーワード（カッコ内は 512 分類のキーワー
ド。ただし、16 分類と重複する語を除く。） 


















































りの方法をとった。その結果を図表 25 に示す。 






自動抽出と目視抽出の結果を合体させたところ、全体の 40%に当たる 279 件が関連トピック
として抽出された。ICT・アナリティクス・サービス分野では 71%、健康・医療・生命科学分野
では 57%、都市・建築・土木・交通分野では 55%のトピックが抽出されており、それぞれ全抽
出トピックの 2～3 割を占めている。 
 
図表 25 抽出された関連トピックの分野構成 
分野 自動抽出 目視抽出 合体 
抽出数 抽出割合 抽出数 抽出割合 抽出数 抽出割合 構成 
健康・医療・ 
生命科学 
48 50% 29 30% 55 57% 20% 
農林水産・食品・
ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 
29 30% 10 10% 34 35% 12% 
環境・資源・ 
エネルギー 
22 21% 25 24% 27 25% 10% 
ICT・アナリティ
クス・サービス 
58 54% 59 55% 76 71% 27% 
マテリアル・デバ
イス・プロセス 
9 9% 16 16% 19 19% 7% 
都市・建築・土
木・交通 
35 37% 34 36% 52 55% 19% 
宇宙・海洋・地
球・科学基盤 
6 6% 13 13% 16 16% 6% 












と、第 11 回調査、本調査とも、関連トピック群の方が重要度指数が高い。しかし、第 11 回調査
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トピック群ごとに重要度指数の高い上位 10 件（図表 27）を見ると、関連トピック群の上位 10
件は、全トピックの上位 10 件（図表 7）と同一であり、感染症あるいは仕事や働き方に関する
トピックが多く挙がっている。一方、その他トピック群では、第 1 位のトピックでも全トピック



















































































第 11 回 
重要度*3 
差 
































第 11 回 
重要度*3 
差 


































































39 宇宙海洋  
国民の安全安心の確保や産業利用に向けた、人工衛





*1 四捨五入前の数値による、全 701 件中の順位 
*2 感染症等の健康危機管理関連は○、仕事・働き方関連は◇ 
*3 カッコ内は、全 701 件中の順位 
 
次に、重要度指数の上昇幅の大きい上位 10 件（図表 28）を見ると、関連トピック群の上位 10












ごとに重要度指数の高いトピックを図表 29 に示す。 
 













































































































































































37 宇宙海洋  
国民の安全安心の確保や産業利用に向けた、人工衛







































*1 四捨五入前の数値による、全 701 件中の順位 
*2 感染症等の健康危機管理関連は○、仕事・働き方関連は◇ 
*3 カッコ内は、全 701 件中の順位 
 
図表 29 関連トピック群とその他トピック群の重要度指数区分別トピック数 
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図表 30 分野別・トピック群別の重要度指数の高いトピック 































































  稀頻度自然災害のリスクの評価手法 1.24 
 
 




























































































































































期間を見ると、2～4 年の間に 9 割程度のトピックが収まるが、関連トピック群では 2～3 年の区
間への集中が見られる。 
 




   
   
   
   
       
   ピッ  








51～52%を占める一方、1 年以上の前倒しとなったトピックが 23～24%存在し、1 年以上の後倒
しとなったのは 5～7%であった。その他トピック群では、±0.5 年以内のトピックが 63～67%
を占め、1 年以上の前倒しが 2%。1 年以上の後倒しが 2%であった。関連トピック群では前倒し
の実現が予測されたが、その他トピック群では実現予測時期にほとんど変化が見られない。。 
 






は 2030 年を中心とする 2 区分への集中が起きている。農林水産・食品・バイオテクノロジー分
野では、科学技術的実現についてはほとんど違いが見られず、社会的実現において関連トピック
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早まる上位 10 件は、全トピック中の上位 10 件（図表 15）と同一である。実現が遅れると予測
されたトピックを見ると、関連トピック群の 3 件、その他トピック群の 7 件が、全トピック中
の上位 10 件（図表 15）と同一である。 
 
図表 35 社会的実現予測時期の変化が大きかったトピック 
Ａ．実現が早まると予測されたトピック（上位 10 件） 
関連トピック群 
分野 トピック 本調査 
時期 















2029 2031 -2.43 
ICT 出社不要・複業を前提とした自由度の高い就業形
態による高生産性社会への移行 






















2029 2032 -2.06 
マテリアル 高度 VR システム（会議、製造現場の状態管理）
と、それを支える高速情報流通システム 







分野 トピック 本調査 
時期 











2030 2031 -1.40 
ICT ヒトと違和感なくコミュニケーションが取れる対
話技術 




2030 2031 -1.23 
都市建築 フィジカル・サイバー空間のシームレス結合によ
るインフラのモニタリング、予測、制御技術 




2027 2028 -1.06 
農水バイオ 冷凍せずに生鮮食料品の鮮度と品質を維持するた
めの短期保蔵技術 
2026 2027 -1.04 
都市建築 詳細な都市計画を可能にする精度の高い災害ハザ
ードマップの作成技術 
2027 2028 -1.04 
環境エネ 情報技術（IoT、AI、ビッグデータ等）を用いた暑
熱リスクのリアルタイム監視・警報システム 




2032 2033 -0.94 
 
Ｂ．実現が遅れると予測されたトピック（上位 10 件） 
関連トピック群 
分野 トピック 本調査 
時期 



















分野 トピック 本調査 
時期 







2033 2032 1.16 
農水バイオ 熱帯林破壊防止と再生活動のための観測・評価技
術 
2034 2033 1.04 
健康医療 先天性遺伝子疾患を対象とした安全性の高い子宮
内遺伝子治療法 
2038 2037 1.02 
ICT 外国人受け入れを背景とした、翻訳技術の向上に
よる、外国人の受け入れ環境の充実化 
2029 2028 0.97 
農水バイオ アニマルウェルフェアに基づいた家畜および養殖
魚のストレス低減による生産性向上技術 
2031 2030 0.96 
都市建築 宇宙利用のためのインフラ設計・施工・維持管理
技術 




2036 2035 0.77 
 
その他トピック群 
分野 トピック 本調査 
時期 






2042 2040 1.88 
宇宙海洋 月面での水の生成・補給拠点確保を目的としたロ
ボティクスを活用した水生成プラント構築技術 
2040 2038 1.65 
環境エネ 核燃料サイクル及び一体型高速炉（IFR）を含む高
速増殖炉（FBR）システム技術 
2049 2047 1.48 




2049 2048 1.33 
環境エネ 濃縮度 5％超燃料が使用可能、プラント寿命が 80
年、立地条件を選ばないなどの特徴を有する次世
代軽水炉技術 
2046 2045 1.24 
宇宙海洋 地球深部で試料採取するための大深度科学掘削技
術 
2031 2030 1.24 
マテリアル 角度分解電子エネルギー分析に用いられる、径が 1
メートル以上の楕円メッシュ 




2034 2033 1.21 
環境エネ 事故時にも避難が不要になるレベルまで安全性が
高められた商業利用可能な小型モジュール原子炉 
2047 2046 1.19 








図表 36 実現が早まる／遅れると予測されたトピック例（分野別） 
○実現が早まるとされたトピック例 
＊科学技術的実現/社会的実現が早まるトピックそれぞれ上位 3 件を示す。変化のカッコ書きは、上位 3 件以外の値。 
ただし、0.5 年未満は省略。 






























































































































  すべての経済取引を電子化する技術 -1.91 (-1.77) 








































































































1 波長当たり 1T bit/s の超高速伝送システムを備えた、




＊科学技術的実現/社会的実現が遅れるトピック上位 3 件を示す。ただし、0.5 年未満は省略。 





























































































































  高分子並みに塑性加工が容易な耐熱性無機材料 (0.59) 0.81 



























































  地球深部で試料採取するための大深度科学掘削技術 (1.19) 1.24 
































図表 37 コロナ禍を経た社会に関する報告書・提言の例 
題名 項目 
経済財政運営と改革の基本
方針 2020（令和 2 年 7 月 17
日閣議決定） 






















（令和 2 年 7 月 17 日閣議決
定） 























会、令和 2 年 7 月 9 日） 
第 2 章 目指すべき姿 
 Society5.0 実現の必要条件としてのデジタル化 
 オールハザードアプローチへの転換と危機管理能力の強化 
 レジリエントでサステナブルなエネルギーミックス 














図表 38 感染症に関するトピック例 













































































図表 39 就労のデジタル化に関するトピック例 





























分類 分野 トピック 重要度 社会的実現 

















図表 40 生活のデジタル化に関するトピック例 









 都市建築 歩行者と同程度の専有面積で 20km 程度の航続距離
がある電動パーソナルモビリティ 
0.78 2026 






















































図表 41 サービスのデジタル化に関するトピック例 




































































図表 42 持続可能性・地球環境に関するトピック例 























 環境エネ 途上国で一般利用できる循環型汚染水処理技術 0.90 2029 













図表 43 地域活性化に関するトピック例 
分類 分野 トピック 重要度 社会的実現 

















































図表 44 健康危機管理に関するトピック例 






















































図表 45 レジリエンスに関するトピック例 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ド 3D プリンターのような） 





























能な 3 次元画像解析システム 





















た ICT による科学的養殖管理システム 











































































































































































































生物学的知識を AI と融合した高精度作物モデリング 






































































































する AI 応用技術 



















































































































































濃縮度 5％超燃料が使用可能、プラント寿命が 80 年、
立地条件を選ばないなどの特徴を有する次世代軽水炉
技術 






















小都市（人口 10 万人未満）における 100％再生エネ
ルギーのスマートシティ化を実現する、スマートグリ
ッド制御システム 



































































現在の 275kV CV ケーブル（架橋ポリエチレン絶縁ビ
ニルシースケーブル）と同等の容量をもつ 66-77kV 超
電導送電ケーブル 

































模二次電池（寿命：20 年以上、コスト 1.5 万円/kWh
以下） 





二次電池（寿命 15 年・コスト 0.5 万円/kWh 以下） 


























































温度 250℃、圧力 500 気圧以上の条件下の資源開発技
術 















































































































































































































































の 3℃から 1℃への向上 























































































































































































































































































































































度、LSI の微細化は今の 100 倍程度） 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































シブな社会の実現と IT 人材不足の解消 



































































然な情報提示による AR スポーツ 



















































































































































































試験・in situ モニタリング） 




































































用化へのリードタイムを数分の 1 に短縮する技術 












































































































































































































































































エネルギー密度 1kWh/kg 以上、出力密度 1kW/kg 以
上（自動車なら現行の大きさ・重量で航続距離が
500km に相当）の性能をもつ高容量高出力電池 






した上で、対 2018 年比で 10 分の 1 以下となる燃料電
池 








































































なる建築用高強度鋼材（780MPa 板厚 100mm を一度
に溶接できる建築構造材料） 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































おける 6～8 月の総流入量を 4 月時点で推計精度±
10％で予測する技術・システム 



































































な情報を提供する SNS 情報分析システム 





































等による国土の 24 時間高精度監視システム 



















































水深 6000m までの海洋内部を長期間（1～3 か月間）
調査可能な完全無人自動システム 
















海洋における環境 DNA の自動 in situ 解析技術 














































で 20km の空間分解能を持つ海域測地測量技術 




























































































沿岸域を空間分解能 30m で常時観測する技術 














































































































































































































































できる X 線顕微鏡 























X 線自由電子レーザーの光源特性にマッチする 2 次元
X 線検出器の高分解能化（<10μm)・高感度化（検出
量子>0.8)・高速化技術 































































材料内微細構造、磁場の 3 次元可視化計測技術 










































































































μM レベルの低濃度生体分子の検出感度と 100nm 程
度の空間分解能を持つ高感度分子振動観測技術に基づ
く高解像度顕微鏡 




1 波長当たり 1T bit/s の超高速伝送システムを備え
た、WDM 方式による 1Pbit/s のフォトニクスネット
ワーク 






















黒木  優太郎 動向分析・予測研究グループ 研究官 
横 尾  淑 子 動向分析・予測研究グループ 専門職 
 
［プレスリリース分析の設計、実施、結果分析、取りまとめ］ 




伊 藤  裕 子 動向分析・予測研究グループ長 
浦 島  邦 子 科学技術予測・政策基盤調査研究センター フェロー 
重 茂  浩 美 動向分析・予測研究グループ 上席研究官 
鎌 田  久 美 動向分析・予測研究グループ 研究員 
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